












第４章 広島の豊かな「生物多様性の保全」  
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第２節第２節第２節第２節    自然資源の持続可能な利用自然資源の持続可能な利用自然資源の持続可能な利用自然資源の持続可能な利用    

 

１１１１    多様な生態系を守り育む自然公園等の保全対策の推進多様な生態系を守り育む自然公園等の保全対策の推進多様な生態系を守り育む自然公園等の保全対策の推進多様な生態系を守り育む自然公園等の保全対策の推進    

 

    （１）自然公（１）自然公（１）自然公（１）自然公園園園園1等の指定等の指定等の指定等の指定    我が国を代表する優れた自然の風景地である国立公園やそれに準ずる地域である国定公園は「自然公園法」に基づき国より指定されています。また，都道府県を代表する優れた自然の風景地である県立自然公園は条例に基づき県知事が指定しています。これらの自然公園においては，生物多様性の確保など自然環境の保護を図るとともに，自然とのふれあいの場として適正な利用を推進しています。自然公園の保護と利用を適正に行うため，それぞれの公園ごとに公園計画が定められています。 県内には，瀬戸内海国立公園，比婆道後帝釈国定公園，西中国山地国定公園及び６箇所の県立自然公園があり，それらの面積は県土の約４％を占めています。 また，このほかに，県内の優れた自然環境の保全を図るため，「自然環境保全条例」に基づき「自然環境保全地域2」等の指定を行っています。《自然公園等指定状況は，「広島県環境データ集」参照》 図表 4－2－1 自然公園の面積（平成 26 年 4 月 1 日現在） 区  分 箇所数 総面積(ha)  特別地域  普通地域 うち特別保護地区 国 立 公 園       1      10,681       7,569         203        3,112 国 定 公 園       2      20,731      20,731         692            － 県立自然公園 6       6,441       6,441           －            － 計 9      37,853      34,741         895        3,112 資料：県自然環境課 図表 4－2－2 県自然環境保全地域等の地域数及び面積（平成 26 年 4 月 1 日現在） 区  分 地域（区）数 総面積(ha) 県自然環境保全地域 27         2,054 （特別地区 1,248，普通地区 806） 緑地環境保全地域          22           818 自然海浜保全地区          19            17 （陸域面積） 計 68         2,889 資料：県自然環境課  （２）自然とのふれあいの増進（２）自然とのふれあいの増進（２）自然とのふれあいの増進（２）自然とのふれあいの増進    自然公園等の利用者は，世界遺産に登録されている宮島などの好影響を受け国立公園では増加していますが，施設の老朽化や利用者ニーズの多様化などにより，その他の地域は概ね横ばい又は，減少傾向にあります。《自然公園等位置図は，「広島県環境データ集」参照》 
 

 

 

 

 

 

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】    

1 自然公園：自然公園法に基づき，優れた自然の風景地を保護し利用することを目的として地域を指定する公園制度。国立公園，国定公園，都道府県立自然公園の 3種類がある。 2 自然環境保全地域：自然環境の適正な保全を総合的に推進するため，「自然環境保全法」や都道府県条例により定められた地域。高山性植物の自生地，すぐれた天然林，湿原等の特異な地質・地形などを主たる保全対象とし，これと一体をなす自然環境で保全の必要性の高い地域。 














